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7 本報告書の遺構図の縮尺率は基本的に1/60と した。

8 縄文土器の年代観については、『長野県史』考古資料編全 1巻 (四)遺構・遺物によつている。



発掘調査の 目的 と方法一一

1 発掘調査の目的と方法

(1)発掘調査 の 目的

昭和 27年に国史跡に指定された平出遺跡は、昭和 52年、「史跡平出遺跡保存管理計画書」が策定さ

れ、永久保存地区・現状変更許容地区のエ リア設定、用地の公有化および整備・活用の推進など保存管

理の基本的方針が決定された。

この計画に基づき、塩尻市では、平成 9年度から平成 22年度までの継続事業 として永久保存地区を

中心とした約 7.3haの 用地の公有化事業に着手した。また、平成 11年度には塩尻市史跡平出遺跡整備

委員会 (委員長 戸沢充則)を発足 し、整備・活用計画の検討を進め、平成 13年度に整備基本計画を

策定した。整備基本計画では、平出遺跡およびその周辺を、「導入部」「縄文の村地区」「古代の農村地区」

「ガイダンス地区」「体験学習施設地区」の 5地区を設定した。整備は、平成 15年度から年次計画によ

り、「縄文の村地区」「ガイダンス地区」「古代の農村」の1原に進めることになり、平成 15年度には「縄

文の村」の整備に着手した。

整備を進めるにあたつては、発掘調査を整備の重要な要素 と位置づけ、「各時代の集落構造 0社会構造

の解明」を目指 し、「整備対象遺構の選定資料」を得ることを目的としている。発掘調査では、①遺構 0

遺物の状況の把握、②時代別の特徴の把握、③ 「平出の地」の重層性の明確化、④史跡整備に必要な情

報の整理、を主たる調査項目にあげている。

発掘調査は整備の第 1段階にあた り、「遺構確認の必要な地区に対 し発掘調査を行い、その成果を踏ま

え各地区を順次整備 していく」とし、発掘調査結果を基にして整備計画を策定することになつている。

第 1図 平出遺跡整備エリア図
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発掘調査の目的と方法

(2)発掘調査 区域 の設 定

発掘調査区域の設定にあたつては、公有化が完了した区域であり、且つ整備年次別計画の順序に基づ

き設定している。

平成 16年度の発掘調査区域は、「縄文の村」整備地区にあたつている。この「縄文の村」集落復元地

区では、今回の調査区と隣接する区域で平成 14年度に発掘調査が行われてお り、翌 15年度からは整備

事業に着手 している。平成 16年度には平成 14年度に行われた発掘調査の成果をもとに、縄文時代中期

中葉を対象 とした復元住居が 3棟建てられ、「縄文の村」の姿が現れ始めている。

「縄文の村」集落復元地区の整備方針では、「縄文時代の地形 と竪穴住居等の復元により縄文人が生活

していた空間を創出する。縄文時代の生活 (採取・加工 0育成等)空間体験をとおした学習・遊びの中

から、縄文人の自然 との関わり、生活観を追体験する場所 として整備を行 う。」としている。このため発

掘調査では、復元住居の対象遺構や集落構成を再現するための資料や植生、旧地形の復元のための基礎

資料を得るという目的のもと、必要最小限の発掘調査区域を設定した。

今回の調査区の設定にあたつては、平成 14年度調査および昭和 61年度の土地改良事業に伴 う発掘調

査の成果に基づき、整備対象地区内の 1,500ぽの範囲を調査区域として設定した。

発掘調査の方法としては、より多くの情報を得るため、表土からすべて人力による掘 り下げを行い、

なるべく高い位置での遺構の検出に努め、当時の地形復元を行 う観点から生活面を把握することに重点

をおいた。

遺構調査は、東西、南北方向に土層観察用のベル トを設定し、ベル トについては 土層観察等記録をと

つた後に取 り外 しながら調査を行つた。なお、この手法に関しては平成 16年 10月 29日 付で文化庁よ

り出された「行政 目的で行 う埋蔵文化財の調査についての標準 (報告 )」 では、原則 としてベル トは取 り

外 さず保存するように指示されているが、文化庁からの指示があつた時点では既にベル トは取 り外 され

てお り、平成 17年度調査から新たな文化庁の調査標準に沿つた調査を行つている。ピットや土坑の調

査では、半裁して記録をとるに留め、完掘は行っていない。今回検出された、弥生時代の再葬墓に関し

ては整備対象時期 と異なることもあり、詳細な調査は行わず埋め戻 した。このように調査では今後の再

調査も念頭に置き、必要最低限の調査にとどめたため、検出住居址以外の土坑等、調査区内に未掘部分

も多く残されていることを明記しておきたい。

遺物の取 り上げに関しては、住居内から出土した遺物については出土場所 と高さを記録 して取 り上げ、

遺構外出土の遺物に関しては、小グリッド単位で取 り上げを実施 した。この際、埋甕炉に使用 された炉

体土器は遺構の一部であるとの解釈のもと、遺構保護を優先 し記録をとつた後に住居址とともに埋め戻

した。遺構の埋め戻しにおいては住居址内に遺構保護のために砂を入れてから、その上に土を入れる方

法をとつた。

調査にあたり調査区内に設定したグリッドは、平出遺跡内に設定してある 30m方眼の大グリッドを基

準にしてお り、この大グリッドを東西及び南北に 10分割 して 3m方眼の小グリッドを設定している。グ

リッドの呼称は、東西方向を算用数字、南北方向をアルファベットとし、アルファベットは小文字で表

記している。

記録は、遺構平面図、遺構セクション図については、原則 として 1/20の 縮尺で行い、遺物出土状況図

などは 1/10の縮尺で行った。遺構写真は、35 11ullの カラーリバーサルとデジタルカメラを使用した。

-2-



＝
生
―
丁
―

」-45号住居址

J-57号住居址

J-46号住居址

J-62号住居址

1,∂
:

一-1

―一k

―一―
J

-1

-― h

――g

― f

J-64号住居址

|

20

9      _ 15        1ρ  m

H-138号住居址

Ｊ・５
　

　

“

ヽ

／

Ｊ・５
＼

「-52号住居カト`

♂θぎ
１

６

１

８

‐

９

③ Ъ́
°

|

15
|_

14

J-65号住居址

J-53

|

11

― e

―一d

――bPi

（／
つ 729。 30

１

５

１

６

１

８

第 2図 発 掘 調 査 全 体 図

―-3・ 4-一

opプЪI

J-63号住居址

′
◎

J-49号住居址
O⑤

:蛉

H「 139号住居址

J-66号住居址

調査区位置図

――_aa



発掘調査の経過・遺跡の層序――

2 発掘調査の経過

発掘機材の搬入および調査対象区域内において調査区の設定を行い、発掘調査を開始する。なお、調

査に関する作業はすべて人力で行つた。調査区域は以前ブ ドウ園として使用されていたため、現地には

ブ ドウの根が残 されてお り、まずはブ ドウの根を抜く作業から着手した。抜根作業終了後、設定 された

調査区の表土除去作業に移行 した。この耕作土である表土は 20～ 30 cmほ どあり、遺物も頻繁に出土し

たため、作業はより慎重に行われた。表土除去作業が終了し、暗褐色土層および褐色土層が現れ、これ

らの土層内に遺構検出面が存在 していた。遺構検出作業では、現在ではほぼ平坦にみえる地形も旧地形

は多少起伏があつたことがわかるなど、人力作業により表土から掘 り下げを行つてきた成果といえる。

遺構検出作業により判明した遺構のうち、整備対象 となる縄文時代の住居址を主体に調査を実施 した。

住居址の調査は通常の調査同様、セクションベル トを設定してから掘 り下げを行い、遺物は出土状況の

記録をとつてから取 り上げを行った。セクションベル トは取 り外 したがピットや炉址に関しては半裁 し

て記録をとるに留めた。

住居址完掘後は写真や平面図等の記録を取 り、調査区周辺も含めた全景写真はラジコンヘ リにより空

中から撮影を行った。

すべての調査を完了した時点で埋め戻 しを行つたが、埋め戻しの際には遺構内に砂を入れ、遺構保護

層を設けた。その後バックホーを使用して調査区内の埋め戻しを実施 した。

3 遺跡の層序

表 土

(耕 作土 )

黒褐色土層

:褐 色 土 層

暗褐色土層

褐 色 土 層

ロ ー ム 層

発掘調査区域周辺は、現況ではほぼ平坦な印象を受けるが、旧地形

では西側から東側に向けて緩やかな傾斜がみられ、若干の高低差をも

ちながら尾根状の微高地を形成している場所もあることが判明した。

また、隣接する平成 14年度調査でも確認 されたように、南側を流れ

る渋川に向か うように東南方向に傾斜 していることも確認された。よ

つて現地表面からローム面までの高さは場所によつて多少の相違がみ

られたが、基本層序は、表土 (耕作土)→暗褐色土層→褐色土層 (漸

移層)→ ローム層となり、耕作が浅い場所では部分的に暗褐色土層の

上に黒褐色土層や褐色土層が薄く堆積 しているのが確認された。

今回の史跡整備にともなつた発掘調査では、遺構の掘 り下げがどの

面から行われているのか、当時の生活面がどの位置にあつたのか把握

することに努めた。調査を進めた結果(暗褐色土層から住居址の掘 り

込みが確認 され、暗褐色土層内に生活面が存することが確認された。

このような成果にもとづき、史跡整備にあたつては当時の生活面を

基準とし、保護のための盛土厚を算定することとした。

」-68号住居址_
遺構検出面

-5-
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一
調 査 概 要

4 調査概要

平成 16年度調査地区は 「縄文の村」集落復元地区にあたり、平成 14年 と 16年の 2ヵ 年に分けて調

査を実施した。

14年度は 1,500ピ の範囲で調査が行われ、縄文時代 として中期初頭から中期後葉にかけての住居址が

19軒、中期中葉 と考えられる立石が 2基検出された。縄文時代以外では、平安時代の住居址が 1軒検出

されているだけで、当該地区が縄文時代中期を主体とした集落域であることが判明した。この調査結果

から「縄文の村」の整備は、良好な状態の住居址が多数検出された縄文中期中葉の新道期の集落を対象

に行 うことが決定し、J-25026。 29号住居址の 3軒の住居址を復元することになった。。

16年度はこれ らの状況を踏まえて、中期中葉 とりわけ新道期の集落の様相を把握することを主たる目

的として調査を実施することになった。

発掘調査は、より詳細な情報を得るために表土からすべて人力による掘 り下げが行われた。調査を進

めていくと調査区内には遺構検出面をさらに掘 り下げた位置まで耕作が及んでいる個所があることが判

り、遺構の痕跡がなくなっているのではないかと懸念されたが、幸いにも住居址の周壁の一部を壊すに

とどまつていた。

この調査により、縄文時代では中期初頭 Ⅱ (九兵衛尾根Ⅱ)期の住居址が 7軒、中期中葉 I(格沢)

期の住居址が 2軒、中期中葉Ⅱ (新道)期 の住居址 8軒、中期中葉Ⅲ (藤内 I)期 の住居址 4軒、中期

中葉Ⅳ (藤内Ⅱ)期 の住居址 2軒、中期中葉V(井戸尻 I)期の住居址 3軒の合計 26軒の住居址が検

出された。また縄文中期中葉を中心にしたと考えられる土坑が 73基検出されている。土坑の多くは、

集落の中央広場と考えられる場所に多く分布 してお り、平成 14年度の調査では確認することができな

かった新たな成果 といえる。またいくつかの土坑では、土坑上部に立つような状況で土器が埋められて

いるものもあつた。

今回の調査では、出土遺物 として注目すべきものがいくつか発見されている。一つはJ-47号住居址

から出土した有孔土製円板で、この土製円板の両面には抽象的な線刻が施 されていた。有孔土製円板は

後期以降に多くみられ、中期のものは少ない うえに、線刻があるものはより珍 しい。もう一つは 「の」

字状石製品で、J-51号住居址から出土している。「の」字状石製品は青森県から岡山県にかけての広い

地域で発見 されているが、これまでに全国で二十数例 しか発見されていない。また遺物の時期 としては

縄文前期が中心で、今回の出土品のように中期中葉に属するものは数少ない。両者 とも明確な用途など

も不明で謎の多い遺物であり、今後注目されることであろう。

縄文時代以外の遺構では、弥生時代の壺形土器を利用 した再葬墓 1基が発見された。これまで平出遺

跡からは、弥生時代の土器や石器などは出土しているが、住居址などの遺構は全くみつかつておらず、

今回の再葬墓が平出遺跡から見つかつた初めての弥生時代の遺構 となった。このことにより、平出遺跡

にも弥生時代の明確な痕跡があることが確認 され、今後は住居址の発見が期待される。また、平安時代

の住居址も 2軒確認されている。

このように「縄文の村」地区の発掘調査では、縄文中期初頭から中葉を主体とした 45軒の住居址が

検出され、この場所が平出遺跡の中でも特に縄文中期前半の集落の中心地であったことが判った。

-6-



調 査 鰈
―

遺 構 一 覧 表

遺構名 所属時期 形 態 規模 (m) 火  処 主要出土遺物 備考

」-19号住
縄文中期初頭

(九兵衛尾根Ⅱ期)

(楕 円) 5。 5× 不明 地床炉 土器、打製石斧、土偶
J-20号住に切 られる 昭和
61年 に一部調査

」-20号住
縄文中期中葉

(新道期)

(楕 円) 3.1× 不明 埋甕炉 土器、打製石斧、敲石、台石
」-19号住を切る 昭和61年

に一部調査

」-45号住
縄文中期中葉

(新道期)

円形 (4。 7× 4.5) 石囲炉 土器、打製石斧、磨石 J-46号住を切る

」-46号住
縄文中期初頭

(九兵衛尾根Ⅱ期 )

円形 4.5× (4.5) 地床炉 土器、打製石斧 J-45号住に切 られる

」-47号住
縄文中期中葉
(藤内 I期 )

楕円形 5。 9× 4.8 石囲炉
有孔鍔付土器、打製石斧、石
匙、凹石、敲石、剥片石器、
有孔土製円板、土偶

」-50号住を切 る

J-48号住
縄文中期中葉

(新道期)

楕円形 5.5× 4。 3 石囲炉 土器、打製石斧、石匙、敲石 J-49050054号住を切る

」-49号住
縄文中期初頭

(九兵衛尾根Ⅱ期)

不 明 不 明 不 明 土器、打製石斧
J-48051・ 54055056号住
に切 られる

」-50号住
縄文中期初頭

(九兵衛尾根 Ⅱ期 )

(不整円形 ) 不明×4。 3 地床炉
土器、打製石斧、剥片石器、
凹石、土偶

J-47048号住に切 られる

」-51号住
縄文中期中葉

(新道期)

楕円形 (4.8)× 4.3 埋甕炉・石囲炉

土器、「の」字状石製品、
製石斧、磨製石斧、石匙、
皿、磨石、凹石、土偶

打

石
」-49号住を切 り、 J-55
56号住に切 られる

」-52号住
縄文中期中葉
(藤内I期 )

楕円形 5.8× 5。 1 石囲炉

土器、ミニチュア土器、打製
石斧、磨製石斧、石鏃、敲
石、磨石、凹石、台石

」-53号住を切 る

J-53号住
縄文中期中葉

(新道期)

楕円形 4.0× 3。 4 地床炉

土器、有孔鍔付土器、打製石
斧、磨製石斧、石匙、磨石、
凹石、敲石

J-52号住に切 られる

」-54号住
縄文中期初頭

(九兵衛尾根Ⅱ期)

円形 5。 6× 5.4 地床炉 土器、打製石斧、台石、土偶
J-49号住を切 り、」-480

55号住に切られる

」-55号住
縄文中期中葉
(井戸尻 I期 )

円形 6.0× 6.0 石囲炉

土器、打製石斧、磨製石斧、
石鏃、石匙、土偶、スプーン

状土製品

J-49051054・ 56号住を切
る

」-56号住
縄文中期中葉

(新道期 )

円形 2.8× 2.7 埋甕炉
土器、打製石斧、横刃形石
器、凹石、敲石

」-49・ 51号住を切 り、 J―

55号住に切 られる

」-57号住
縄文中期中葉
(藤内 I期 )

楕円形 5.1× 4。 6 不 明

土器、打製石斧、磨製石斧、
石匙、敲石、凹石、砥石、台
石、土偶

」-58号住
縄文中期初頭

(九兵衛尾根Ⅱ期)

楕円形 4。 1× 3.5 地床炉
土器、ミニチュア土器、打製
石斧、凹石、土偶

」-59号住
縄文中期中葉
(井戸尻 I期 )

楕円形 3.6× 3.3 埋甕炉 土器、打製石斧、磨製石斧

」-60号住
縄文中期中葉
(藤内Ⅱ期)

楕円形 4.3× 4.8 埋甕炉
土器、打製石斧、石匙、敲
石、凹石

」-61号住に切 られる

」-61号住
縄文中期中葉
(井戸尻 I期 )

円形 6.6× 6.9 石囲炉

土器、ミニチュア土器、打製
石斧、石匙、敲石、凹石、砥

石、蜂巣石、土偶
J-60号住を切る

」-62号住
縄文中期中葉
(藤内Ⅱ期)

楕円形 7.2× 5。 6 石囲炉
土器、ミニチュア土器、打製
石斧、土偶

」-63号住
縄文中期初頭

(九兵衛尾根Ⅱ期)

楕円形 6.2× (4。 5) 地床炉 土器、打製石斧 」-64号住に切 られる

」-64号住
縄文中期中葉

(格沢期)

円形 4.6× 4.5 埋甕炉
土器、打製石斧、磨製石斧、
凹石、敲石、土偶

」-63号住を切る

」-65号住
縄文中期中葉

(新道期 )

楕円形 4.5× 3.7 埋甕炉
土器、打製石斧、磨製石斧、
敲石、磨石、土偶

H-138号 住に切 られる

」-66号住
縄文中期中葉
(藤内I期 )

不 明 不 明 不 明 土器、打製石斧、石皿 H-139号住に切 られる

」-67号住
縄文中期中葉

(新道期)

円形 3.5× 3.6 石囲炉 土器、打製石斧、土偶
J-19068号住を切る 未完
掘

」-68号住
縄文中期中葉

(格沢期 )

(円 形 ) (6.0× 6.0) 石囲炉 土器、打製石斧
」-67号住に切 られる 未
完掘

再葬墓 弥生時代中期 弥生土器 (壺・鉢) 未完掘

H-138号住
平安時代
(11世紀)

方 形 6.3× 5.6
カマ ド

(北壁中央 )

土師器杯、黒色土器椀、灰釉
陶器小瓶、緑釉陶器

J-49号住に切 られる

H-139号住
平安時代
(11世紀)

(方形 ) 不明×3.6 不 明 土師器杯、砥石 」-66号住を切る 未完掘

-7-



―一 」-19020号 住居址

5 遺構 と遺物

」―19号住居址出土土器 」-20号住居址出土土器

J-19号 住居址 (第 17図 )

遺 構 本址は e・ f・ g-12013グ リッドに位置する。規模は南端部をJ-20号住居址に切 られている

が、南北 5.5mと 確認できた。壁高は 30 cmを 測 り、周溝はない。中央付近に地床炉があり、Pl～P3は

主柱穴であろう。本址は出土遺物より縄文中期初頭Ⅱ (九兵衛尾根Ⅱ)期 と考えられる。

遺 物 土器は中期初頭Ⅱ期が主体で、石器では打製石斧がみられる。土偶 1点 と土製円板がある。

J-20号 住居址 (第 17図 )

遺 構  d・ e-12・ 13グ リッドに位置する。 J-19号住居址上に貼床をして床面が構築されている。

規模は、南北 3。 lmを測るが東西方向は未調査部分があり不明である。 Pl・ P2は主柱穴と考えられ、

住居址中央付近には埋甕炉がある。出土遺物から縄文中期中葉Ⅱ (新道)期 と考えられる。

遺 物 出土量はあまり多くないが、土器では中期中葉 Ⅱ期が主体を占めている。石器では打製石斧、

敲石、台石が出土している。

」―19号住居址 (東側より) 」-20号 住居址 (東側より)

-8-



J-45号住居址

」-45・ 46号住居址,一―

1.暗褐色± 5.黒褐色土

2.黄褐色± 6。 暗褐色土

3.褐色±  7.褐色土

4。 暗褐色± 8。 黄褐色土

o             2m

第4図 」-45046号住居址

J-45号 住居址 (第 4図 )

.遺 構  j・ k01-30405グ リッドに位置 し、J-46号住居址を切つてつくられている。南側が多少

撹乱により破壊 されているが、南北 4.7m、 東西 4。 5mの 円形プランの住居であると推定される。耕作に

よる撹乱が深 くまで入つていたため周壁の残 りは悪く、15 cm程 であつた。周壁際には部分的に周溝がみ

られる。床面は平坦で部分的に踏みしめられてお り、目立った起伏などはない。住居中央やや北寄 りに

は一辺 45 cmほ どの方形の石囲炉があり、炉の底付近には焼土が堆積 していた。住居内には 7本のピッ

トがあるが覆土の状況などから Pl～P5の 5本が主柱穴と考えられる。また Plと P5の間に位置する

P6、 P7は入口施設の一部として使用されていたものと考えられる。

本址の時期は出土土器から縄文中期中葉Ⅱ (新道)期 と考えられる。         、 _

遺 物  上部に撹乱を受けてし
ノヽ
たこともあり、遺物の出土量はそれほど多くない。土器は中期初頭か

ら中葉に比定されるものが出土しているが中期中葉Ⅱ期の割合が多く、平出三類 A土器なども含まれて

いる。石器では打製石斧、磨石が出土している。

＋
口
ヽヽ、

」-46号 住居址
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―
」-45046号住居址

」-45号住居址 (手前)

J-46号住居tlL(奥 )

(Jヒ倶Jよ り)

」-45号 住居址出土土器

」-46号住居址出土土器

J-46号住居址 (第 4図 )

遺 構 本址は、 j・ k・ 1-20304リ ッドに位置してお り、J-45号住居址に西側を切 られている。覆

土は撹乱を受けている部分が多かったが、掘 り下げた結果、南北、東西ともに 4.5mの 円形を呈するプ

ランを確認できた。床面はやや凹凸があり、締ま りもあまり良くない。遺構確認面までの壁高は 15～20

cmと 低く、やや緩やかに立ち上がる。住居内からは 9基のピットが検出され、主柱穴は 4本でこのうち

3本は P2、 P4、 P8と 考えられるが、残 りの一つは特定できなかった。 さらに P4、 P8については P5、 P9

に主柱穴を変えたことも考えられ、本址は建替えが行われた可能性もある。炉は床面を 10cmほ ど掘 り込

んだ地床炉で、炉内からは焼土も検出された。炉内にさらに深 さ 10 cmほ どの穴が掘 り込ま、れている。本

址の覆土最下層は炭化材を多量に含み、焼土もみられたことから焼失住居の可能性も考えられるだろう。

本址は出土遺物から、縄文時代中期初頭Ⅱ(九兵衛尾根Ⅱ)期の住居と考えられる。

遺 物 遺物の出土は中期初頭から中葉にかけての土器、打製石斧と非常に少ない。

1鳴|

直 と ,..

-10-



」-47号住居址
―

」-47号住居址遺物出土状況

」-47号住居 tlL(南側より)

」-47号住居址出土土器

J-47号住居址 (第 5図 )

遺 構 調査区北東の iOj-2・ 3グ リッドに位置 している住居址で、J-50号住居址の北側を切つて

いる。遺構範囲を確認 した.後 、東西、南北にベル トを設定し、さらに調査を進め、最終的に南北 5。 9m、

東西 4.8mの 楕円形プランを呈す住居が検出できた。床面は堅緻で、起伏は少ない。遺構確認面までの

壁高は最大 30 cmを 測 り、垂直に近い立ち上が りをしている。住居内からは大小 16基のピットが検出さ

れ、この うちPl～ P3、 P6、 P10、 P15が主柱穴であると推定される。住居内中央から石囲炉が北側に炉石

をわずかに残 し、焼土を伴った状態で検出された。出土遺物から本址は縄文時代中期中葉Ⅲ (藤 内 I)

期の住居と考えられる。

遺 物 吹上パターンを呈した本址からは多くの遺物が出土してお り、台付の有孔鍔付土器や表裏両面

に抽象的な線刻が施された有孔土製円盤 といつた非常に珍 しい遺物もみつかつている。そのほかに土偶

が 8点 と比較的多く出土しているのも注目できる。石器は打製石斧、石匙、敲石、凹石、剥片石器、台

石など多種にわたる。

有子L土 製円板出土状況

―-11-―



J-54号住居址
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J-49号住居址
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2.褐色土

3.黒褐色土

4.暗褐色土

5.褐色土

」-48

1.暗褐色土

2.褐色土
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J-47号住居址

〔P3〕

」-50号 住居址

J-51号住居址

一-13014-―

第 5図 」-47048049050051054055056号 住居址



」-49050号住居址 ――

」-49号 住居 llL出 土土器

躙礫

」-50号住居 tlL出 土土器

」-50号住居 tlL(奥 、北側より)

J-49号 住居址 (第 5図 )

遺 構  g・ h-30405グ リッドに位置 している。 J-48051054055・ 56号住居址に切 られている。

よつて残存状況は悪く、プランおよび規模は不明である。わずかに残つた周壁の壁高は 10 cmほ どで周

溝はなく、良く締まった床面からはピットが 5本検出されているが、主柱穴と断定できるものはなかっ

た。本址の時期は。、出土土器から縄文中期初頭Ⅱ (九兵衛尾根Ⅱ)期 と考えられる。

遺 物  出土量は非常に少なく、土器では中期中葉Ⅱ期が主に出土している。石器は打製石斧がある。

J-50号 住居址 (第 5図 )

遺 構  hei_203グ リッドに位置 している。 J-47048号住居址に切 られてお り、東西 4.3mを 測

る。壁高は 15～ 20 cmと 浅く、周溝はない。中央部には地床炉がみられる。 ピットは 8本みられるが、

主柱穴の特定は困難である。本址の時期は、出土土器から縄文中期初頭 Ⅱ (九兵衛尾根Ⅱ)期であろう。

遺 物 出土土器は中期初頭 Ⅱ期が主体的で、 東海系の土器もみられる。 石器では打製石斧、剥片石

器、凹石が出土している。土偶が 14点 も出土してお り注目される。

又
詰
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一一 」-51号住居址

」-51号 住居 tlL

(手前、南側より)

」-51号住居址出土土器

J-51号 住居址 (第 5図 )

遺 構 本址は fO g-405グ リッドに位置 している。 J-49号住居址を切 り、 J-55e56号住居址に

切 られているため北壁は残されていないが、南北約 4。 8mと 推測される。東西は 4。 3mを測 り、プランは

楕円形を呈する。壁高は 35 cmを 測 り、周溝はない。炉は住居中央付近にみられ、埋甕炉を壊 して石囲

炉が築かれている。このことから住居改築が行なわれたことがわかる。柱穴は 12本あり、P20P3・ P80

P10 0 Pllの 5本が主柱穴と考えられる。時期は出土土器から縄文中期中葉Ⅱ (新道)期であろう。

遺 物  注目されるものとして 「の」字状石製品がある。全国的にも出土例が限られ、謎の多い遺物

だけに今後大いに注目されるであろう。出土土器は中期中葉Ⅱ期が主体を占めている。石器も多く、打

製石斧、磨製石斧、石匙、石皿、磨石、凹石、敲石が出土している。土偶も2点出土している。

」-51号住居址遺物出土状況 (東側より)
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」-52号住居址
―

１
１

ヽ

Ｉ

Ｉ

Ｔ

Ｉ
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Ｃ
ヽ

Ａ
一 +

e-6
＋
Ｊ

蒟
＋

一だ

Ｑ

Ｑ

⑤

Ｐ・２

P18

d埠 lm

1.暗褐色土

2.黒褐色土

3。 褐色土

4.黒褐色土

0               2m

第6図 」-52号住居址

J-52号住居址 (第 6図 )

遺 構  d・ e-5・ 6グ リッドに位置している。覆土からの遺物の出土が著しく、掘 り下げには苦慮した

が、最終的に南北 5。 8m、 r東西 5.lmの楕円形のプランが 確認 された。 他 の住居址 との切 り合い 関係

は無く、比較的良好な状態であつた。床は平坦、堅緻で、遺構確認面までの壁高は 35～ 45 cmで、急に立

ち上がる。壁から70～ 80 cm内 側にいくつかのピットを結びつけるように溝が巡つているが、性格につい

ては不明である。主柱穴は Pl、 P3、 P8、 P10、 Pll、 P14の 6本が考えられる。住居址中央からは焼土を

伴った直径 70 cmの ピットが確認 され、15 cmほ ど掘 り下げると中から石囲炉が検出された。本址の時期

は、出土遺物から縄文時代中期中葉Ⅲ (藤内 I)期の住居 と考えられる。         ヽ

遺 物 典型的な吹上パターンを呈する住居址で、暗褐色の覆土中から多量の遺物が出土している。土

器は中期中葉 (藤内 I期)の ものが多くまとまつて出土しているほか焼町土器もみつかつている。その

ほかにミニチュア土器、打製石斧、磨製石斧、石鏃、敲石、磨石、凹石、台石などが出土している。
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一― 」-52号住居址

」-52号 住居址 (東側より)

」-52号住居址遺物出土状況 (北側より)

」-52号 住居址出土土器
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」-53号住居址
―

８
ヽ

と
バヽ

」-53号 住居址 (南側より)

1.暗褐色土

2.黒褐色土

3.褐色土

4.褐色土

5。 明褐色土

」-53号住居址出土土器

o                 2m

―

第 7図 」-53号住居址

J-53号 住居址 (第 7図 )

遺 構 e・ f-6・ 7グ リッドに位置 している。 J-52号住居址に 南壁の一部をわずかに切 られている

が南北 4。 Om、 東西 3.4mの楕円形プランを呈する。最大壁高は 50 cmを 測 り、周溝はみられない。床面

は大きな起伏 もなく平坦で非常に堅緻である。住居中央には地床炉があり、炉の周囲には広 く焼土がみ

られる。ピットは 8本あり、その内の P10P20P3・ P4の 4本が主柱穴である。

注目すべき点として、覆土中には焼土の広が りがみられ、その中からは周囲に網代痕が残された直径

20 cmほ どの、熱を受けた形跡のある粘土塊が出土していることがあげられる。このことから、土器や土

製品などを焼成 した場であつた可能性もあり、今後検討の余地があろう。

時期は出土土器から縄文中期中葉Ⅱ (新道)期である。

遺 物 中期中葉 Ⅱ期の土器が主体的に出土してお り、抽象的なモチーフを描いた土器や有孔鍔付土器

もみられる。石器は打製石斧、磨製石斧、石匙、磨石、凹石、敲石が出土している。
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」-54号住居址

」-54号住居 址

(ゴヒ倶Jよ り)

」-54号住居址出土土器

J-54号 住居址 (第 5図 )

遺 構 本址は heioj-405グ リッドに位置 している。 J-49号 住居址を切 り、J-48・ 55号住居

址に切 られている。南北 5。 6m、 東西 5。4mの 円形プランの住居である。周壁はローム層に深 く掘 り込ま

れてお り、壁高は 50 cmを 測る。東側の一部には周溝がみられるが、その他の部分には見当たらない。6

本のピットがあり、P10P3・ P40P5の 4本が主柱穴であろう。床面は平坦で良く踏みしめられてお り、

住居中央には地床炉があるが、住居内のその他の場所にも掘 り込みはみられないが焼土が広範囲に広が

つている。                                   ‐・

時期は出土土器からみて、縄文中期初頭耳 (九兵衛尾根Ⅱ)期である。

遺 物  出土量はあまり多くないが、中期初頭から中葉の土器が出土している。主体となる時期は中

期初頭Ⅱ期である。石器では打製石斧と台石がある。土偶頭部が 1点出土している。
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55号住居址
―

」-55号 住居址

(中央左、西側より)

」-55号住居tlL出 土土器

J-55号住居址 (第 5図 )

還 構 調査区中央に位置する住居址で(J-49・ 51・ 54056号住居址を切つている。暗褐色土層の検出

面から掘 り下げた結果、南北、東西ともに 6。 Omの 円形を呈するプランを検出した。床面は平坦で堅く

締まつている。遺構確認面までの壁高は 40 cmを 測 り、急に立ち上がる。住居内からは 17基のピットが

検出されたが、このうち Pl、 P7、 Pll、 P17の 4本が主柱穴であろうか。J-54号住居址 との境付近に土

坑 1基が確認 されたが、検出状況などから考えて本址に伴 うものではないと思われる。炉は石囲炉で住

居内中央の床を大きく掘 り込んでいる。南側の炉石だけが残 されてお り、そのほかは抜き取つたと思わ

れる。本址の時期は出土遺物から縄文時代中期中葉V(井戸尻 I)期 と推定される。   |

遺 物 中期中葉 (井戸尻 I期 )の土器が比較的まとまつて出土している。土製品は土偶 とスプーン状

土製品がみつかつている。土偶の内訳は頭 1、 胴 2、 足 1で、足はJ-47号住居址から出土した土偶の胴

部と接合 した。石器は打製石斧が多いが、磨製石斧、石鏃、石匙、敲石、凹石、台石も出土している。
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一一 」-56号住居址

」-56号住居址出土土器

J-56号 住居址 (第 5図 )

遺 構 本址は g・ h-5グ リッド に位置している。今回検出された住居址の中で最も小さな住居址で

ある。J-49051号住居址を切 り、J-55号住居址に切 られている。このように切 り合いが激 しく、大

部分が破壊 されているため周壁の残 りは良くないが、残 されている東壁では壁高 30 cmを 測る。住居址

のプランおよび規模は、周溝が住居をほぼ全周するように残 されていたため、南北 2.8m、 東西 2。 7mの

円形プランを呈していると判明した。床面は起伏も少なく平坦で、よく踏み しめられている。住居中央

には埋甕炉がみられ、炉体土器には直径 15 cmほ どの小形の土器が使用されていた。本址のものと考え

られるピットは 3本あり、このうち Pl・ P2の 2本が主柱穴と考えられる。このことから棟持柱構造の

住居であったことが想定された。

時期は出土土器などから縄文中期中葉Ⅱ (新道)期である。

遺 物 住居が小形である上に 切 り合いが激 しく、遺物出土量は多くない。 土器は 中期中葉のものが

ほとんどで、主体となる時期は中期中葉Ⅱ期である。比較的小さな破片が多いが、床面付近から半完形

の土器も出土している。石器では打製石斧、横刃形石器、凹石、敲石が出土している。
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」-57号住居址一一

1.暗褐色土

2.褐色土

3.暗褐色土

4.暗褐色土

0             2m

第 8図 」-57号住居址

」-57号住居址出土土器

J-57号住居址 (第 8図 )

遺 構 本址は i・ J-6・ 7グ リッドに位置している。耕作土を取 り除いた後、掘 り下げを行つた。

その結果、暗褐色土層中に住居址の輪郭が検出された。遺構範囲の確認後、ベル トを設定し調査を進め

ていった結果、南北 5。 lm、 東西 4.6mの楕円形プランを呈す住居が検出できた。床面は平坦で堅く、遺

構確認面までの壁高は最高 50 cmと 高く、ほぼ垂直に立ち上がる。西壁から南壁にかけて幅、深 さともに

10 cmほ どの周溝が巡つている。住居内からはピット7基 と土坑 3基確認 された。この うち Pl～P6が 主

柱穴と推定される。土坑はいずれも幅 70～ 100 cm、 深 さ 70～ 90 cmと 大きいが、検出された状況等を考え

ると本址との関係は薄いと思われる。炉は確認できず、焼土なども検出されなかった。  i

住居の時期は出土遺物により、縄文時代中期中葉Ⅲ (藤内 I)期の住居と推定される。

遺 物 遺物の量はそれほど多くない。中期中葉 (藤 内 I)期 の土器や土偶が 2点 出土している。石器

は打製石斧、磨製石斧、石匙、敲石、凹石、砥石、台石と豊富である。
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J-57号住居址 (北側より)
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」-58号住居址
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730.3rn

1.暗褐色土

2.褐色土

3.黄褐色土

4.黒褐色土

5.暗褐色土

o            2m

第 9図 」-58号住居址

」-58号住居址出土土器

J-58号住居址 (9図 )

遺 構 本址は 調査区西の j・ k-16017グ リッド上にあり、他の住居址 とは少 し離れた場所に位置 し

ている。耕作土を除去 し掘 り下げを進めていくと、やがて、 暗褐色土層中に やや色調の異なる住居址

の輪郭が現れた。東西、.南北にベル トを設定し、さらなる掘 り下げを行った結果、最終的に南北 4。 lm、

東西 3。 5mの楕円形を呈す小さな住居址プランが確認できた。床面はやや起伏があるが、締まつている。

遺構確認面からの壁の高さは 35～ 40 cmで、立ち上が りは急である。壁下には南東を除いて周溝が巡つて

お り、幅は約 10 cm、 深 さは 1～ 5 cmと 浅い。住居内から主柱穴と思われるPl～P4の 4基のピットが検出

された。炉は床をわずかに掘 り込んだ地床炉が住居中央部に設けられ、その南側には焼土の広が りがみ

られる。出土遺物から考えられた本址の時期は、縄文時代中期初頭Ⅱ(九兵衛尾根Ⅱ)期 であ・る。

遺 物 遺物は非常に少なく、中期初頭 (九兵衛尾根Ⅱ期)を主とした土器がわずかにみつかつている。

土製品では土偶が 4点 と比較的多くみつかつているほか、ミニチュア土器も出土している。石器は打製

石斧と凹石がみつかつている。

Ｂ
一

J-58号住居 tlL(ゴ麒Jよ り)
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」-59号住居址 一一―

P3

0

`
」-59号 住居址 Gヒ側より)

」-59号

住居址出土土器

1.暗褐色土

2.褐色土

3.黄褐色土

第10図 」-59号住居址

J-59号住居址 (第 10図 )

遺 構  本址は aa・ a-7・ 8グ リッドに位置 している。本址は地表面から比較的浅い位置に築かれて

いたため、床近くまで耕作が及んでお り、確認 された壁高は約 10 cmと 浅い掘 り込みであつた。周壁際

に周溝は確認 されなかつた。床面は平坦であるが、中央付近に部分的に踏み固められた床が残 されてい

ただけで、全体的に軟質な床面をしていた印象を受けた。炉は住居中央に埋甕炉がみられ、直径 40 cm

ほどの比較的大きな土器が炉体土器 として使用されていた。住居内からはピットが 11本検出され、こ

の うち Pl・ P30P40P60P7な どが主柱穴の可能性があると考えられるが、掘 り込みの深 さや覆土等

に統一性がなく、断定はするのは難 しい。

時期は出土土器や炉体土器などから縄文中期中葉V(井戸尻 I)期であろう。

遺 物  住居の覆土自体が浅く、遺物出土量も多くないが、中期中葉V期 の土器が主体的に出土して

いる。石器では打製石斧、磨製石斧が出土している。

」-59号住居址出土土器
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」-60号住居tlL

」-60号 住居址 (北側より)

1.暗褐色± 4.暗褐色土
2.褐色±  5.黒褐色土
3.明褐色土

」-60号住居址出土土器
0               2m

第ll図 」-60号 住居址

J-60号住居址 (第 11図 )

還 構  aeb_506グ リッドに位置する住居址で、北東部をわずかに J-61号 住居址に切 られている。

耕作土を取 り除いた後、掘 り下げを行った。 その結果、 暗褐色土層中から住居址の輪郭が 検出され

た。遺構範囲の確認後、ベル トを設定し調査を進めていった結果、南北 4。 3m、 東西 4。 8mの楕円形プラ

ンを呈す住居が検出できた。床は平坦で堅く締まり、壁高は約 15～ 25 cmと 浅く、ほぼ垂直に立ち上がる。

住居内からはピット10基が確認 されたが、この うち Pl、 P2、 P3、 P5、 P9、 P10が主柱穴と推定される:

そのほかに 6基の土坑が住居内に掘 られていた。土坑は直径 70～ 90 cm、 深 さ 10～ 15 cmを 測 り住居の南

側に集中している。大きさや位置から考えて本址 との関係は薄いと思われる。住居中央からは埋甕炉が

検出され、周辺からは焼土もみつかつている。                    ‐・

住居の時期は出土遺物および炉体土器により、縄文時代中期中葉Ⅳ (藤内Ⅱ)期の住居 と推定される。

遺 物 遺物の少ない住居址であるが、埋甕炉の炉体土器には中期中葉Ⅱ期の土器が使われていた。石

器は打製石斧、凹石、石匙が出土している。
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1.暗褐色土

2.暗褐色土

3.黒褐色土

4.褐色土

5.褐色土

Ａ
一

⑫

第12図 」-61号住居址

J-61号住居址 (第 12図 )

遺 構 本址は調査区南 b・ C-304・ 5グ リッド上に位置し、J-60号の北東部をわずかに切つている。

表土を掘 り下げていくと、暗褐色土層中にやや色調の異なる大きな住居址の輪郭が検出された。東西、

南北にベル トを設定し、さらに掘 り下げて調査を進めていった。最終的に南北 6。 6m、 東西 6.9mの ほぼ

円形を呈す、大形の住居址プランが検出できたが、住居の床面には無数のビットや大きな土坑が存在 し、

良好な状態で残 されている床の部分が少ないほどであった。床面は起伏もあり、締ま りはあま り良くな

い。住居内中央やや西寄 りに石囲炉があつたが、炉石の一部がなくならていた。炉の東側 と南側の 2ヶ

所に焼土の広が りがあり、住居内から20基 ものピットが検出されていることから、本址は建替えが行わ
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」-62号住居址 一一

バ
一

」-62号住居址出土土器

」-62号 住居 llL(南 側より)

Ａ
一

A バ
一

0                2m

観m

1.暗褐色± 4.暗褐色土

2.褐色±  5.黄褐色土

3.褐色土

第13図 」-62号 住居tlL

J-62号住居址 (第 13図 )

遺 構  aOb・ c-1・ 2グ リッドに位置 している。南北 7e2m、 東西 5。 6mの大形の楕円形プ ランを呈

し、床面は平坦で、堅く締まつている。遺構確認面までの壁高は最大 40 cmで、立ち上が りは急である。

住居内には、 J-52号 住居址でもみられた、ピットを連結する溝が巡つている。 この溝の用途や性

格などについては今後検討の余地があろう。主柱穴は溝上にあるPl～P5お よび Pll、 P13、 P17が該当す

ると思われる。中央やや北寄 りに、石が詰ま り周辺に焼土を伴 う掘 り込みが検出されたが、石の出土状

況などから考えると、これは当時石囲炉であつたものが人為的に壊 され、炉石が掘 り込みの中に詰めら

れた状態 となったのではないかと考えられる。石囲炉のす ぐ南には P8が あり、地床炉も設けられていた

可能性もある。住居の時期は出土遺物により、縄文時代中期中葉Ⅳ (藤内Ⅱ)期の住居と推定される。

遺 物 中期中葉 (藤内Ⅱ期～井戸尻 I期 )の土器がみつかつているほか、土偶が 2点、 ミニチュア土

器、打製石斧がみつかつているのみである。
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」-63064号住居址

J-63号 住居址
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J-64号住居址

第14図 」-63・ 64号住居址

J-63号住居址 (第 14図 )

遺 構  h・ iOj-11012・ 13グ リッドに位置している。J-64号

住居址と71号土坑に切 られている。東西規模は残された住居プラン

などから、東西 4.5mほ どと推定される。南北は 6.2mを測 り、楕円形

プランと考えられる。検出面からの掘 り込みは 10～ 15 cmと 浅く、周

溝も認められなかった。床面は平坦で踏みしめられていたが、周壁に

近い場所は柔らかぎみであつた。中央には地床炉が残され、ピットが

7本 あるが、Pl、 P5、 P7が主柱穴として使われていたと考えられる。

出土土器から縄文中期初頭Ⅱ (九兵衛尾根Ⅱ)期であろう。

遺 物  遺物の出土量は少ないが、土器は中期初頭Ⅱ期のが主体で

ある。石器では打製石斧がみられる。

o              2m
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」-63064号 住居址
―

」-63号 (右 )・ 64号 (左 )

住居址 (北側より)

」-64号住居址出土土器

J-64号住居址 (第 14図 )

」-64号住居址出土土器

遺 構  hei.j-11012グ リッドに位置 してお り、J-63号住居址を切つている。南北 4.6m、 東西

4.5mの 円形プランの住居である。周壁はローム層にしつか りと掘 り込まれてつくられてお り、壁高は

40 cm以 上と高く、切 り合つているJ-63号住居址の床面とは 20 cm以 上の差がみられた。周溝はみられ

なかった。床面は平坦でよく踏み固められていた。炉は中央に埋甕炉があり、炉体土器には直径 15 cm

ほどの小形の土器が正位に埋められて使用されていた。 ピットは 11本あり、P10P2・ P40P6・ P80

P10が 主柱穴として考えられる。

時期は炉体土器や出土土器から縄文中期中葉 I(格沢)期 と考えられる。       .
遺 物  中期初頭から中葉の土器が出土しているが、主体となるのは中期中葉 I期である。特筆すベ

きものとして、フクロウをモチーフとしたと思われる土器片が出土してお り、大変興味深い。石器では

打製石斧、磨製石斧、凹石、敲石が出土している。土偶も 3″点出土している。
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―
」-65号住居址

1.暗褐色±  3.褐色土

2.黒褐色±  4.黄褐色土
0               2m

」-65号住居址 (南側より)

」-65号 住居址出土土器

第15図 」-65号住居tlL

J-65号住居址 (第 15図 )

遺 構 本址は調査区中央西側、 eOf・ 9-9・ 10グ リッドに位置 している。一部を H-138号住居址に

切 られている。 南北 4。 5m、 東西 3。 7mを測る楕円形の住居である。 床面は平坦 0堅緻で、遺構確認面

からの壁の高さは 25～ 30 cmで ある。住居内からは ピットが 7基確認 され、この うち P2、 P3、 P5、 P7が

主柱穴であろう。住居内中央に検出された炉は埋甕炉で、内部の土からは炭化材 も検出された。

住居の時期は出土遺物により、縄文時代中期中葉Ⅱ (新道)期の住居と推定される。   l

遺 物 本址は小さな住居址であるが、中期中葉 (新道～藤内 I期 )の土器が比較的まとまって出土し

ている。炉体土器は新道期のもので、そのほかにも土偶が 4点 とミニチュア土器がみつかつている。石

器では打製石斧、磨製石斧、敲石、磨石が出土している。

一-32-一



」-66号住居址
―

H-139号住居址

J-66号住居址

だ
一Ａ

一

1.黒色土

2.黒褐色土

3.暗褐色土

4.黒褐色土

(縮尺 1:60)

‐
|

J-66号住居址 (第 16図 )

遺 構 本址は aa-7グ リッドに位置している。大部分が調査区外に広がっていることや、調査区内の

部分もほとんどがH-139号住居址によつて切 られているため、プランの特定はできなかった。わずかな

残存部から検出された床はやや締 りが悪く、一部が長イモの掘削機によるものと思われる破壊を受けて

いる。遺構検出面までの壁高は 50～ 60 cmを 測る。柱穴、炉などは確認できなかつた。本址南の調査外区

域周辺は、平成 14年度に一度調査が行われている。当時の調査で確認 されたJ-37号住居址の西側に別

の住居址の一部が確認 されていたが、調査区外のため詳細な調査は行われなかった。おそらく当時未調

査に終わつたその住居址が本址につながると思われる。時期は出土遺物により、縄文時代中期 中葉Ⅲ (藤

内 I)期の住居 と思われる。

遺 物 調査範囲が狭いこともあり遺物の出土は少ないが、新道期～藤内 I期 の土器や平出三類A土器

などが出土している。石器は打製石斧のほか、非常に形状の良い石皿がみつかつている。

第16図 」-660H一 139号住居址

」-66号 住居址出土土器
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―一 」-19020067068号住居llL

J-19号住居址

づ

１

１

味

―

―

†

―

729。 9rn

A′

730。 Orn

B′

J-19貼床
|

1。 暗褐色±  1.黒 褐色土
2。 褐色±   2.褐 色土
3.暗褐色土
4.褐色土

」-6B

1.暗褐色±  1。 黒褐色± 4。 暗褐色土

2.黒褐色± 2.褐色±  5.褐色土

3.黒褐色土

第17図 」―19020067068号

笏

J-68号 住居址

0                2m
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」-67068号 住居址一―

」-67号住居址出土土器

」-68号住居址出土土器

J-67号 住居址 (第 17図 )

遺 構 本址は e・ f-11・ 12グ リッドに位置 している。J-19068号住居址を切つてお り、全容は確

認できなかつたが、南北 3.5m、 東西 3.6mの 円形を呈するであろう。床面は平坦でやや軟質、中央には

一辺 35 cmほ どの石囲炉がある。周壁の壁高は 30 cmを 測る。周溝はない。ピットは 9本確認 され、P50

P80P9は 主柱穴と考えられる。時期は出土土器から縄文中期中葉Ⅱ (新道)期 と思われる。

遺 物 出土遺物はそれほど多くないが、中期中葉の土器が出土してお り、主体 となるものは中葉Ⅱ期

である。石器では打製石斧が出土している。土偶が 1点出土している。

J-68号 住居址 (第 17図 )

遺 構  dOe-9・ 10011グ リッドに位置 している。南 0西側は未調査だが、残 された遺構の状況か

ら直径約 6mの 円形プランの住居であつたと推測される。 ピットは 8本確認 され、Pl・ P2が 主柱穴と

して使用 されたと考えられる。残された周壁は約 30 cmを 測 り、ローム層中に掘 り込まれていた。床面

は平坦で堅緻で住居中央と考えられる場所からは石囲炉が検出されている。時期は出土土器から縄文中

期中葉 I(格沢)期であろう。

遺 物  主体となる土器は中期中葉 I期であり、石器では打製石斧がみられる。

」-67号 住居址 (中央、北側より)

J-6B号住居址 (ゴ麒」より)
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―
H― 138・ 139号住居址

1.黒褐色土

2.暗褐色土

3.褐色土

4.黄褐色土

5。 黒褐色土

H― 138号住居址 (南側より)―        H― 139号 (左 )・ 」-66号 (右 )住居址 (北側より)

H-1380H-139号 住居址 (第 17図 )

遺 構 H-138号住居址は調査区中央に位置 している。南北 6.2m、 東西 5.5mの 長方形の住居で北壁中

央にはカマ ドがみつかつた。H丁 139号住居址は aa-6グ リッドに位置 し、J-65号住居址を切つている。大

部分が調査区外のためプランは不明である。いずれの住居址も出土した遺物から平安時代 (11世紀)の

住居 と比定できるが、今回の発掘調査は 「縄文の村地区」整備に係る調査であるため縄文時代に該当し

ないこれらの住居址の主柱穴、ピット、カマ ドなどの詳細は未調査である。

遺 物 H-138号住居址からは土師器杯、黒色土器碗、灰釉陶器碗、灰釉陶器小瓶、緑釉陶器片が出土

してお り、H-139号住居址からは土師器杯と砥石がみつかつている。

H― 138号 住居址

H― 139号 (左 )・ 」-66号 (右 )住居址 (北側より)
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第19図 土 坑 群 (l)

]号 土 坑 (南倶Jよ り)

4号 土 坑 (西倶Jよ り)3号 土 坑 (西倶Jよ り)
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一― 土坑群・再葬墓

土 坑 群 (第 19・ 20図 )

調査区全域から73基の土坑が検出されているが、大部分は調査

区の南東域に集中している。この場所は住居が建てられておらず、

集落の中央広場として活用されていたことが考えられる区域にあた

る。土坑はこの中央広場を中心にみられた。この中央広場と考えら

れる区域に位置していた土坑のうち、実際に調査が行われたものは

9基であり、大多数は遺構確認が行われただけで掘 り下げ等は実施

していない。

調査が行われた土坑のうち 2号土坑からは、これまでに塩尻市内

から発見された縄文土器で最大となる高さ86 cmの藤内 I期の大形

土器が横たわるように出土している。4号土坑からは群馬県周辺に

多くみられる新巻類型とよばれる土器が立つように埋まっていた。

この新巻類型の土器は松本平ではあまり発見されていないが、平出

遺跡の平成 14年調査で検出された J-32号住居址の炉体土器 とし

て使用されてお り、何らかの関連性がうかがえる。また、 8号土坑

からは藤内 I期 の深鉢や浅鉢など3個体の土器が折 り重なるように

発見されるなど、調査された土坑からは多くの土器が出土している。

しかも、それらの土器の多くは遺構が検出された面と同様な位置か

ら出土することが多く、土坑内部に埋められていたのではなく、土

坑の上に立てられていたことも考えられる。

十

ｂ・３

ｌ

Л

牛

―

十

１

１

十

ｂ一４

十
日

十
a-3

o               2m

第 2□ 図 土 坑 群 (2)

再 葬 墓

e-11012グ リッドに位置し

ている。地表面から約 20 cm下が

つた褐色土層中で確認された。

規模は、長さ 1.4m、 幅 0。 7mほ

どであるが、整備対象外のため

一部の調査に留めた。使用土器

は、再葬墓の南端部から壺形土

器に小形の鉢形土器が被さって

出土した。弥生中期初頭に比定

される壺形土器は高さ 25 cm、

最大径 18 cmで、胴が最も張つ

た位置に直径 1◆ 3ёごと 1.4 cmの

穿孔が約 90度の角度で 2個あ

けられていた。鉢形土器は高さ

7。 5 cm、 最大幅 10 cmである。

8号 土 坑 (西倶Jよ り)

再 葬 墓 (東倶Jよ り)
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土 偶 ―一

-1

――k

|

―

‐３

・

頭 胴 胸 手 足 計 備 考

」-19住 1

」-46住 1

」-47住 1 胴足がJ-55足 と接含

」-50住
」-51住
」-54住
」-55住 足が」-47胴足と接合

」-57住
」-58住
」-61住 1 1

J-62住
」-64住 1

J-65住 1

」-67住 1 1

小 計 48

遺 構 外

合 計

] |  |

第21図 土偶 分布 図
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出 土 土 偶 (21図 )

今回の発掘調査では、59点の土偶が出土した。平成 14年度調査では 50点の土偶が出土してお り、

この地域で 100点 を超える土偶が得 られたことになる。昭和 20年代からの調査で平出遺跡の全域から

50点 に近い土偶が採集 されてお り、これ らを加えれば 150点 にも及ぶ土偶が出土したことになる。松

本平では土偶が最も多い遺跡であり、その特殊性が目に付く。

今回の調査での土偶出土状況をみると、遺構内出土が 48点、遺構外 11点である。遺構では全てが住

居址覆土からの出土で、特別な施設に伴 うものは認められなかった。 J-47号住居址の 8点、J-50号

の 14点、 」-55号 4点、 J-64号 3点、 J-65号 4点など、一軒の住居址から複数の土偶が出土す

る例が顕著である。また、J-47号出土の胴脚部とJ-55号 の脚部が接合することも明らかとなった。

平成 14年度調査区域では 7軒の住居址間で 4個体の土偶について接合関係が確認されている。これ ら

の結果も勘案すれば、遺跡の中での土偶の取 り扱われ方を検証する格好の資料になるものと思われる。

この地域から出土した土偶は、縄文中期前半の時期に該当するものである。松本平は、中期後半の唐

草文文化の中で大量の出尻土偶が造られた地域 として著名である。一方で中期前半の土偶の出土例は余

り多くはない。出土土偶は、頭部が平滑な河童形土偶が多く、また、腹部が張 り出す妊娠形態も日立つ。

資料の僅少な時期の土偶の実態を明らかにできる資料が得られたといえる。

ひσζ鴇‐

２０

―-39-―



一――「縄文の村」地区の整備計画

6 「縄文の村」地区の整備

今回の発掘調査は、「縄文の村」地区整備の資料を得ることを目的としている。整備計画策定にあたつ

ては、塩尻市史跡平出遺跡整備委員会により検討が加えられてきた。「縄文の村」地区整備計画の概要に

ついては平成 14年度記念物保存修理事業 (環境整備)に係る発掘調査報告書に記載 してあるため(本報

告書では住居復元計画を中心に概要を述べたい。

(1)住 居復元計画

復元対象住居址の選定にあたつては、平成 14年度の調査で確認 され、平成 16年度復元 された J―

25号、J-26号、J-29号住居址を含めて縄文中期中葉新道期の集落を復元することを前提に本調査で確

認された新道期の住居址 9基のうち遺存状態及び重複関係等を考慮 し、J-45号、J-48号、」-53号、

J-56号の各住居址を復元対象 とした。また復元住居の周辺から発見された大形土器を伴った遺構の復

元も併せておこない、生活感のある集落景観の復元を計画している。

整備委員会での住居復元案の検討により、各住居址の基本的な復元計画が策定された。J-45号住居

址は、中型の竪穴住居で、寄棟・茅葺、柱は 5本で煙出しは設けない。出入 り回は南東側で、石囲炉を

中心部に設ける。J-48号住居址は、今回復元する4棟の住居の中では最も大きな住居である。寄棟・

茅葺による竪穴住居で、柱は 7本で内 1本は棟持ち柱 とし、煙出しは設けない。出入 り回は南東側で、

石囲炉はほぼ中心部に設ける。J-53号住居址は、比較的小型の住居で寄棟 0茅葺、柱は4本で煙出し

は設けない。出入 り回は南東側で、地床炉を中心部に設ける。J-56号住居址は極めて小型の住居址で

寄棟 0茅葺、柱は棟持ち柱が 2本で煙出しは設けない。出入 り回は南東側で、埋甕炉を中心部に設ける。

J-45号、J-48号、J-56号住居址は壁周溝が確認 されていることから、竪穴側壁に壁材を設ける。

いずれの住居も柱等はクリ材を使用する。また、花粉分析によリウシクサ属 (ス スキ等)のが目立うこ

とから、屋根を茅葺 (逆葺き)と し、強風による茅の乱れを押さえるため茅押さえを設ける。住居内は

火棚を設け土器類を配置し、縄文人の生活が追体験できるよう整備する。

(2)地 形復元計画

「縄文の村」の集落景観を復元する上で、当時の地形の復元を行 うことは重要な要素であり、旧地形

の確認を行 うことは本調査における重要な目的のひとつであった。

計画

H14年度 発掘調査範囲

第22図 「縄文の村」整備平面図
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「縄文の村」地区の整備計画 一一―

発掘調査の結果、微地形的には南東方向へのゆるやかな傾斜が認められ、その北側の高まりにやや平

坦な地形が形成され住居址が集中していることが確認 された。「縄文の村」の整備にあたつては、2年度

にわたる発掘調査によつて得 られた資料を基に地形復元を行い、復元住居 7棟、立石 2箇所及び大形土

器の配置を行ない当時の集落景観を復元する。

A―A'断 面

屋根 茅 :厚 500内 外

結東材 :フデ夏 等

」-45号住居 復元検討図

」-53号 住居

rム

ヘ

♪

復元検討図

」-56号 住居 復元検討図

41     1

A―A'断 面

屋根 茅 :厚 500内 外

結東材 :フゾ蔓 等

A― A'断 面

屋根 茅 :厚 500内外

結東材 :フプ夏 等

垂木掛け:ク リ等(雑木】末口φ60内外

第23図 住居復元検討図

押縁 :雑木枝材 φ20内 外

面 (地形復元面)

桁0梁 :クリ等(雑木)元口φ12Q空量

柱 :クリ末口φ120内 外

押縁 :雑木枝材 φ20内 外

整備面 (地形復元面)

押縁 :雑木枝材 φ20内外

A一 A'断 面

屋根 茅 :厚 5∞内外

結東材 :フ ゾ蔓 等

|

壁材 :雑木枝材 φ理内外

復元検討図

棟木:ク リ等(雑木)末口φ60内外

木舞 :雑木枝材 φ20内 外

壁材 :雑木枝材

:ク リ等 (雑木)末口φ60内 外

桁 =梁
:ク リ等 (雑木)元 口φ120内 外

木 :ク リ等 (雑木)末口φ60内

:ク リ末口φ120内 外
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―
ま と め

平出遺跡の平成 16年度の発掘調査は、遺跡の中央部に位置する「縄文の村」整備地区を対象 として

実施された。「縄文の村」整備地区では既に平成 14年度に整備区域の東側部分を調査してお り、今回は

隣接するその西側を調査対象 とした。今回の調査では、平成 14年度調査にひきつづき該期の集落構成

をうかがい知るに足る住居址や土坑が良好な遺存状態を保って発見された。

以下、調査成果の概要をまとめておきたい。

l 「縄文の村整備地区」に調査地域を設定し、縄文中期の住居址 26軒・土坑 73基、弥生時代再葬

墓 1基、平安の住居址 2軒が発見された。

縄文中期の住居址の所属時期は、九兵衛尾根Ⅱ期 7軒、格沢期 2軒、新道期 8軒、藤内 I期 4軒、藤

内Ⅱ期 2軒、井戸尻 I期 3軒である。いずれも中期前葉・中葉に該当するもので、この地域では縄文中

期前半を主体とする集落が継続的に存在 していたことが明らかとなった。

2 平成 14年度にはその存在が知られていなかった土坑群が今回の調査区東側から発見されたこと

は重要な成果である。土坑群は一部住居址 と重複 しているものもあつたが、その大半は住居址が設けら

れていない中央広場 とも考えられる空間に設けられている。住居址はこの土坑群を取 り囲むようにして

造 られてお り、環状集落の集落形態が明らかになった。この土坑群の中の幾つかの土坑上からは大型土

器が出土してお り、土器が土坑上に立てられていたものと推測された。土器が立てられた土坑群を内包

した中央広場の周 りに住居群が配置される集落形態が復元される。

3 整備対象時期の新道期の住居址 8軒は、土坑群の北側に位置している。この土坑群のなかの 4号・

6号土坑上からは新道式土器が立てられた状態で出土している。平成 14年度の調査結果も勘案すると土

坑群の北側に弧状に住居群が展開する集落構造が明らかとなった。また、平成 14年度調査では住居群

の南から立石 2基も検出されている。このような調査結果から「縄文の村」の復元整備では、土器や立

石を立ち並べた広場を南側に設け、その北側に弧状に家が立ち並ぶ景観を復元することになった。

4 弥生時代の再葬墓は、平出遺跡において弥生時代の遺構 としては初めての発見である。弥生時代

前期末から中期初頭の土器は、今までの調査によつて遺跡中央から西側にかけての地域でかな りの量が

採集 されている。生活拠点である住居址の発見ではないがこの再葬墓の検出によつて、遺跡中央地域に

該期の活動拠点が存在することが確実になったことは重要な成果である。

5 発掘調査は、地表面から手作業による掘 り下げにより、耕作土下 30～ 40cmの褐色土層から住居

址の掘 り込みが観察され、当時の生活面に近い面を確認できた。これにより整備時の遺構保護盛土を現

地表面から最低でも40cm以上が必要であることが確認された。

6 」-45048053・ 560135号住居址の炉から発見された遺存体の分析では、オニグル ミ、イネ科

の果実、ナデシコ科の種子、炭化材 としてクリが認められた。また、今回復元 した J56号住居出土のク

リ材の放射性炭素年代測定では、補正年代B P 4420± 40の測定年代が得 られている。この測定年代か

ら「縄文の村」の整備はおよそ 4500年前の景観復元を図つたといえる。

6 平成 14年度および今回の平成 16年度の調査によつて明かになった縄文時代集落の変遷を簡単に

概観 しておきたい。

九兵衛尾根Ⅱ期 7軒の住居址が広場の北側に設けられている。20mの 間隔を置いて東側に 4軒、西

側 3軒があり、 J-49054号 が重複 していることから少なくても2時期に細分できる。

とま
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第24図 縄文時代住居変遷図

格沢期  3件の住居址があり、広場を囲んで西側に 2軒、東側に 1軒が配置されている。九兵衛尾根

Ⅱ期には明確でなかつた広場がこの時期に出現する。しかし、住居の軒数は前代より減少 している。

新道期 13軒の住居址が検出されてお り、住居が激増する。その住居址は広場を南側に臨み弧状に展

開している。その広場には土器を伴った土坑が造られ、立石も設けられている。中央の広場を意識 した

ムラ造 りがなされていたことがうかがえる。

藤内 I期 6軒の住居址がある。それまで居住域 とされてこなかった広場南側にも住居が進出し、広

場を囲んだ環状集落の形態となっている。住居址の重複関係もなくすっきりした集落形態を保っている。

広場には大型土器を伴った土坑も設けられている。

藤内Ⅱ期 広場の南側に 2軒の住居址があるだけで、格沢期から次第に発達してきた集落もこの時期

には衰退 した姿となる。

井戸尻 I期 8軒の住居址があり、広場を囲んで東側に 4軒、西側に 4軒配列 している。住居址の配

置を見ると、九兵衛尾根Ⅱ期から藤内 I・ Ⅱ期まで集落の中心が次第に南側に移動 しているように見受

けられる。

曽利 I期 広場の南側に 1軒だけ住居址が発見されている。この地域における縄文集落の最後の住居

址である。以後の時期の住居址はより西側の地域に分布 してお り、集落の中心地帯の移動が行われたと

推定できる。

2ヵ 年の発掘調査によつてこのような集落の変遷をたどることができるようになったが、その中で集

落形態がある程度まで復元可能な新道期の集落を「縄文の村」として整備することになった。

最後に、発掘調査に携わっていただいた多くの皆さんに感謝し、お礼申し上げたい。
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平出遺跡 集落址

縄文時代
竪穴住居址 26軒
土坑    73基

縄文土器・石器・土偶・

有孔土製円板・「の」字

状石製品

平出遺跡 の縄文 中期前半

集落の分布状況が明 らか

になった

弥生時代 壺棺再葬墓  1基 弥生土器壺・鉢
平出遺跡 か ら初 めて弥生

時代の遺構が確認 された

平安時代 竪穴住居址  2軒 土師器・黒色土器・灰釉

陶器 0緑釉陶器

10～ 11世紀の集落の広が

りが確認 された
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